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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 208,091 ― 20,056 ― 18,638 ― 10,694 ―

20年3月期第2四半期 208,505 0.0 23,647 △2.1 22,401 0.6 13,752 5.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 17.46 ―

20年3月期第2四半期 22.27 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 638,007 248,698 39.0 406.86
20年3月期 660,161 244,185 37.0 395.41

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  248,698百万円 20年3月期  244,185百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
21年3月期 ― 3.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 3.00 6.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 425,700 △0.8 33,400 △20.4 30,000 △22.8 16,200 △10.6 26.45

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、８ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、８ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想については、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通しに基づく予測が含まれております。実際の業績は、様々な要因により記載の予想数値と異なる
可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、７ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  642,754,152株 20年3月期  642,754,152株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  31,489,249株 20年3月期  25,203,160株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  612,468,991株 20年3月期第2四半期  617,599,478株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」及び「四半期財務諸表に関する会計基準の

適用指針」を適用しております。以下の前年同期比較に係る分析は、参考として記載したものです。 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

（１）当第２四半期連結累計期間の業績全般  
       

                                        (単位：百万円)

 

(参考) 

前中間 

連結会計期間 

当第２四半期 

連結累計期間 

(参考) 

前連結会計年度 

連 結 営 業 収 益  208,505  208,091 429,190 

連 結 営 業 利 益  23,647  20,056 41,941 

連 結 経 常 利 益  22,401  18,638  38,872 

連結四半期(中間･当期)純利益  13,752  10,694  18,129 

連 結 Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ  38,044  35,626  72,381 

(注) 連結ＥＢＩＴＤＡは、連結営業利益 ＋ 減価償却費により算出しております。 

 

当第２四半期連結累計期間の連結営業収益は、運輸業、不動産業などで増収となりましたが、流通業、

レジャー・サービス業で減収となり、ほぼ前年同期並みの 2,080 億 9 千 1 百万円（前年同期比 0.2％減）

となりました。連結営業利益は、運輸業が大きく減益となったことなどにより 200 億 5 千 6 百万円（前

年同期比 15.2％減）、連結経常利益は 186 億 3 千 8 百万円（前年同期比 16.8％減）となりました。連結

四半期純利益は、特定都市鉄道整備準備金取崩額の特別利益への計上が前連結会計年度で終了したこと

などもあり 106 億 9 千 4 百万円（前年同期比 22.2％減）となりました。また、連結ＥＢＩＴＤＡは、連

結営業利益の減少により 356 億 2 千 6 百万円(前年同期比 6.4％減)となりました。 

 

（２）当第２四半期連結累計期間の事業セグメント別の概況  
(単位：百万円)

営 業 収 益 営 業 利 益 

        （参 考 ）      

前 中 間      

連 結 会 計 期 間  

当第２四半期 

連結累計期間 

（参 考 ）      

前 中 間     

連 結 会 計 期 間  

当第２四半期 

連結累計期間 

運 輸 業  66,564 66,841 12,782  9,815

流 通 業  91,525 91,237 3,427  3,330

不 動 産 業  11,521 11,901 4,501  4,777

レジャー･サービス業  36,659 36,062 2,551  1,839

そ の 他  19,956 20,075    756  472

 計    226,226 226,118 24,019  20,236

連 結 修 正 △ 17,721 △ 18,026 △ 371 △ 179

連 結  208,505 208,091 23,647  20,056
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（運輸業） 

鉄道事業では、旅客運輸収入で、共通ＩＣカード乗車券の導入にともなう集計方法変更の反動減があ

ったものの、沿線における大規模マンションの建設が続いているほか、周辺の集客施設等への輸送も堅

調に推移したことなどから、前中間連結会計期間に比べ 0.7％増加（うち定期 0.5％増、定期外 0.8％増）

し、増収となりました。バス事業でも、都区内を中心に路線バスが堅調であったことに加え、高速バス

でも前年 12 月に静岡線（新宿・渋谷～静岡・東静岡）の運行を開始したほか、既存の中央高速バスが

好調であったことなどにより増収となりました。これらの結果、営業収益は 668 億 4 千 1 百万円（前年

同期比 0.4％増）となりました。営業利益については、鉄道事業で京王線 9000 系新造車両の導入など、

設備投資の進捗による減価償却費の増加などがあり 98 億 1 千 5 百万円（前年同期比 23.2％減）となり

ました。 

 

（流通業） 

ストア業では、前年 12 月にオープンした「キッチンコート」東中野店が当第２四半期連結累計期間

の通期で収益に寄与したことなどにより増収となりました。書籍販売業でも、「啓文堂書店」の東海大

学前店を５月に、神田駅前店、聖蹟桜ヶ丘店を７月にそれぞれオープンしたほか、前期にオープンした

３店舗が通期稼働したことなどにより増収となりました。一方、百貨店業では、外商部門は前年同期並

みの収益となったものの、天候不順や消費の低迷により衣料品を中心に店頭売上が不振であったことな

どから減収となりました。これらの結果、営業収益は 912 億 3 千 7 百万円（前年同期比 0.3％減）、営業

利益は 33 億 3 千万円（前年同期比 2.8％減）となりました。 

 

（不動産業） 

不動産賃貸業では、前年 12 月にサブリースの商業施設「ユニゾンモール東中野」が、２月に「京王

元本郷老人ホーム」が稼働したほか、６月に下北沢で商業施設「ビッグベン」を新規取得するなど、賃

貸資産の拡充をはかったことなどにより増収となりました。不動産販売業では、前期に引き続き八王子

みなみ野シティおよび多摩境で新築戸建住宅「京王四季の街」を販売し、前年同期並みの収益となりま

した。これらの結果、営業収益は 119 億 1 百万円（前年同期比 3.3％増）、営業利益は 47 億 7 千 7 百万

円（前年同期比 6.1％増）となりました。 

 

（レジャー・サービス業） 

ホテル業では、「京王プレッソイン」の茅場町を３月に、五反田を５月にそれぞれオープンしました

が、「京王プラザホテル（新宿）」で６月から大宴会場「コンコードボールルーム」を改装のため営業休

止としていることなどにより減収となりました。広告代理業でも、一般広告および交通広告の取扱い減

少により減収となりました。これらの結果、営業収益は 360 億 6 千 2 百万円（前年同期比 1.6％減）と

なりました。営業利益については、ホテル業で新店開業に係る費用の計上もあり 18 億 3 千 9 百万円（前

年同期比 27.9％減）となりました。 

 

（その他） 

建築・土木業では、前中間連結会計期間に大型物件の完成があったことなどにより減収となりました。

一方で、車両整備業では、完成工事の増加などにより増収となりました。これらの結果、営業収益は 200

億 7 千 5 百万円（前年同期比 0.6％増）となりました。営業利益については、利益率の低下などにより

4 億 7 千 2 百万円（前年同期比 37.5％減）となりました。 
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[鉄道事業輸送人員と旅客運輸収入] 

 

 
前 中 間    

連 結 会 計 期 間  
当第２四半期  
連結累計期間 

増 減 率

    % 

定   期 千 人 186,878 187,765 0.5 

定 期 外  〃 133,817 136,133 1.7 
 輸 送 人 員 

 計   〃 320,695 323,898 1.0 

定   期 百万円 17,208 17,287 0.5 

定 期 外  〃 22,984 23,173 0.8  旅 客 運 輸 収 入 

 計   〃 40,193 40,460 0.7 

※ 輸送人員の定期外については、共通ＩＣカード乗車券の導入にともなう集計方法変更により、

乗り越し精算をされたお客様の一部が計上可能となったことによる増加分が含まれております。 

なお、旅客運輸収入については従前より計上しており影響はありません。 

 

 

[事業区分別営業収益] 

 （単位：百万円） 

 
事業区分 

（参 考 ）     

前 中 間     

連 結 会 計 期 間  

当第２四半期  
連結累計期間 

(参考) 

前連結会計年度  

鉄 道 事 業 41,705 41,874 82,902 

バ ス 事 業 14,507 14,989 28,610 

タ ク シ ー 業 7,242 7,114 14,665 

そ の 他 1,577 1,320 3,156 

外部顧客に対する営業収益 65,033 65,300 129,334 

セ グ メ ン ト 間 取 引 1,531 1,540 3,118 

営 業 収 益 66,564 66,841 132,453 

運 

 

 

輸 

 

 

業 

営 業 利 益 12,782 9,815 19,513 

百 貨 店 業 52,592 51,167 110,620 

ス ト ア 業 20,150 20,752 40,865 

書 籍 販 売 業 5,723 6,121 11,816 

駅 売 店 業 5,060 4,951 9,733 

そ の 他 6,965 7,111 14,402 

外部顧客に対する営業収益 90,491 90,104 187,438 

セ グ メ ン ト 間 取 引 1,033 1,132 2,703 

営 業 収 益 91,525 91,237 190,141 

流 

 

 

通 

 

 

業 

営 業 利 益 3,427 3,330 7,044 

 

 

 

- 4 - 



京王電鉄株式会社（9008） 平成 21 年 3月期 第 2四半期決算短信 

 

 
事業区分 

（参 考 ）      

前 中 間     

連 結 会 計 期 間  

当第２四半期 

連結累計期間 

(参考) 

前連結会計年度  

不 動 産 賃 貸 業 8,267 8,545 16,850 

不 動 産 販 売 業 1,581 1,538 3,303 

そ の 他 690 666 1,508 

外部顧客に対する営業収益 10,539 10,750 21,662 

セ グ メ ン ト 間 取 引 981 1,151 2,082 

営 業 収 益 11,521 11,901 23,745 

不 

 

動 

 

産 

 

業 営 業 利 益 4,501 4,777 9,013 

ホ テ ル 業 17,957 17,390 37,292 

旅 行 業 10,234 10,205 18,641 

広 告 代 理 業 2,770 2,534 5,805 

そ の 他 3,367 3,483 6,676 

外部顧客に対する営業収益 34,330 33,613 68,415 

セ グ メ ン ト 間 取 引 2,329 2,448 5,420 

営 業 収 益 36,659 36,062 73,835 

 

営 業 利 益 2,551 1,839 4,650 

ビ ル 総 合 管 理 業 4,268 4,294 8,775 

車 両 整 備 業 1,955 2,292 5,761 

建 築 ・ 土 木 業 1,495 1,262 7,015 

そ の 他 391 473 787 

外部顧客に対する営業収益 8,110 8,323 22,339 

セ グ メ ン ト 間 取 引 11,845 11,752 33,112 

営 業 収 益 19,956 20,075 55,451 

そ 

  

の 

 

他 

営 業 利 益 756 472 2,691 

レ
ジ
ャ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
業 
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２．連結財政状態に関する定性的情報 

（１）総資産、負債及び純資産の状況  
                                                                 (単位：百万円)

 前連結会計年度末
当第２四半期  

連結会計期間末  増 減 額 

総 資 産 660,161 638,007  △   22,154 

 負  債 415,976 389,308  △   26,667 

 純 資 産 244,185 248,698 4,512 

負 債 及 び 純 資 産 660,161 638,007  △   22,154 

 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、鉄道事業における京王線 9000 系車両新造や調布駅付近連

続立体交差事業など、設備投資の進捗により固定資産が増加しましたが、工事代金の支払いによる現金

及び預金の減少などにより、221 億 5 千 4 百万円減少し 6,380 億 7 百万円となりました。 

負債は、工事代金の支払いや第 21回無担保社債の償還などにより流動負債が減少したことなどから、

266 億 6 千 7 百万円減少し 3,893 億 8 百万円となりました。 

純資産は、連結四半期純利益の計上などにより、45 億 1 千 2 百万円増加し 2,486 億 9 千 8 百万円とな

りました。 

 

（２）キャッシュ・フローの状況  
     (単位：百万円)

 

（参 考 ）      

前 中 間     

連 結 会 計 期 間  

当第２四半期

連結累計期間

(参考) 

前連結会計年度

営業活動によるキャッシュ・フロー 33,624 22,337  56,881 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 20,934 △ 32,445 △ 59,428 

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 20,103 △ 20,400 17,194 

換 算 差 額 2 1 3 

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 △ 7,410 △ 30,507 14,650 

現金及び現金同等物の四半期末（中間期末･期末）残高 36,105 27,660 58,167 

有利子負債の四半期末（中間期末･期末)残高  204,636 229,655 244,254 

(注) 有利子負債は、借入金 ＋ 社債 ＋ 鉄道建設・運輸施設整備支援機構未払金により算出

しております。 

 

営業活動によって得られたキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益の減少や法人税等の支

払額の増加により、112 億 8 千 7 百万円減少し 223 億 3 千 7 百万円となりました。 

投資活動に使用されたキャッシュ・フローは、鉄道事業を中心とした設備投資の進捗による有形固定

資産の取得などにより、115 億 1 千 1 百万円増加し 324 億 4 千 5 百万円となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、社債の償還や借入金の返済などにより、ほぼ前年同期並みの

204 億円の資金流出となりました。 

これらの結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は 276 億 6 千万円となりまし

た。 

また、有利子負債の当第２四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末に対して 145 億 9 千 9 百

万円減少し 2,296 億 5 千 5 百万円となりました。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 

 
(単位：億円)

 前連結会計年度 
当連結会計年度  

（予想） 
増 減 率 

     %

連 結 営 業 収 益  4,291  4,257   △   0.8 

連 結 営 業 利 益  419  334   △  20.4 

連 結 経 常 利 益  388  300   △  22.8 

連 結 当 期 純 利 益  181  162   △  10.6 

連 結 Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ  723  673   △   6.9 

(注) 連結ＥＢＩＴＤＡは、連結営業利益 ＋ 減価償却費により算出しております。 

 
(単位：億円)

営 業 収 益 営 業 利 益 

        当連結会計年度 

（予想）  
対前期増減率 

当連結会計年度 

（予想）  
対前期増減率 

    %   %  

運 輸 業  1,323 △ 0.1 133  △ 31.4 

流 通 業  1,883 △ 1.0 62  △ 11.9 

不 動 産 業  245 3.3 94   4.7 

レジャー･サービス業  727 △ 1.5 34  △ 25.9 

そ の 他  566 2.2 19  △ 27.5 

 計    4,745 △ 0.2 344  △ 19.8 

連 結 修 正 △ 488 － △ 9   － 

連 結  4,257  △ 0.8  334   △ 20.4  

 

当期の連結営業収益は 4,257 億円（前期比 0.8％減）を見込んでおります。事業セグメント別に見ま

すと、運輸業では、鉄道事業の旅客運輸収入は増加するものの、タクシー業で減収となるなど、1,323

億円（前期比 0.1％減）とほぼ前期並みを見込んでおります。流通業では、ストア業や書籍販売業にお

ける新店効果はあるものの、百貨店業で消費の低迷を織り込むなど 1,883 億円（前期比 1.0％減）を見

込んでおります。不動産業では新規賃貸物件の通期稼働などにより 245 億円（前期比 3.3％増）を見込

んでおります。レジャー・サービス業では、ホテル業で新店効果がある一方、改装による大宴会場の営

業休止などもあり 727 億円（前期比 1.5％減）を見込んでおります。その他では、建築・土木業におけ

る完成工事の増加などにより 566 億円（前期比 2.2％増）を見込んでおります。 

利益面では、連結営業利益は、運輸業で鉄道事業の設備投資の進捗による減価償却費の増加などによ

り減益となるほか、不動産業を除く各事業セグメントで減益となり 334 億円（前期比 20.4％減）、連結

経常利益は 300 億円（前期比 22.8％減）を見込んでおります。連結当期純利益は、特定都市鉄道整備準

備金取崩の終了による特別利益の減少がありますが、減損損失や退店補償金などの特別損失の減少によ

り 162 億円（前期比 10.6％減）を見込んでおります。また、連結ＥＢＩＴＤＡは、連結営業利益の減少

により 673 億円（前期比 6.9%減）を見込んでおります。 
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

   該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 簡便な会計処理 

１．棚卸資産の評価方法 

   当第２四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し前連結会計年度

末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

   また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、一部の連結子会社において、収益性の低下が明らかな

ものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行っております。 

２．固定資産の減価償却費の算定方法 

   定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

３．経過勘定項目の算定方法 

   一部の項目について、合理的な算定方法による概算額で計上しております。 

４．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

   繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の

業績予測を利用しております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

１．税金費用の計算 

   税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 
１． 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期

財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。ま

た、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

２． 「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第 13 号 平成 19 年３月 30 日改正）及び「リー

ス取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 16 号 平成 19 年３月 30 日改正）

を第１四半期連結会計期間より早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理

に変更しております。 

   また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定す

る定額法によっております。 
   なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

   この変更による損益に与える影響額は軽微であります。    

３． 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成 18 年７月５日）を第１四半期

連結会計期間より適用し、評価基準については、一部の商品において原価法から原価法（収益性の

低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 

この変更による損益に与える影響額は軽微であります。 

- 8 - 
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５．【四半期連結財務諸表】
　（1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円）

当第２四半期
連結会計期間末

(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

　流動資産

　　現金及び預金 22,691 49,199

　　受取手形及び売掛金 26,062 31,990

　　有価証券 － 15

　　商品及び製品 17,865 17,439

　　仕掛品 5,208 2,448

　　原材料及び貯蔵品 1,160 997

　　その他 12,926 16,449

　　貸倒引当金 △ 158 △ 181

　　流動資産合計 85,757 118,358

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物及び構築物（純額） 234,763 236,901

　　　土地 139,253 133,369

　　　建設仮勘定 51,491 44,623

　　　その他（純額） 50,109 49,130

　　　有形固定資産合計 475,618 464,024

　　無形固定資産 5,158 5,457

　　投資その他の資産

　　　投資有価証券 52,750 53,771

　　　その他 19,055 18,876

　　　貸倒引当金 △ 332 △ 326

　　　投資その他の資産合計 71,473 72,320

　　固定資産合計 552,250 541,803

　資産合計 638,007 660,161
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(単位：百万円）

当第２四半期
連結会計期間末

(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

　流動負債

　　支払手形及び買掛金 15,720 20,517

　　短期借入金 54,198 52,097

　　未払法人税等 8,448 11,110

　　引当金 7,777 4,033

　　その他 73,714 91,684

　　流動負債合計 159,859 179,443

　固定負債

　　社債 76,802 76,512

　　長期借入金 97,291 104,027

　　退職給付引当金 24,673 24,843

　　その他 30,682 31,148

　　固定負債合計 229,449 236,532

　負債合計 389,308 415,976

純資産の部

　株主資本

　　資本金 59,023 59,023

　　資本剰余金 42,021 42,025

　　利益剰余金 149,654 140,812

　　自己株式 △ 19,022 △ 15,380

　　株主資本合計 231,677 226,482

　評価・換算差額等

　　その他有価証券評価差額金 17,021 17,703

　　評価・換算差額等合計 17,021 17,703

　純資産合計 248,698 244,185

負債純資産合計 638,007 660,161

- 10 -



京王電鉄株式会社（9008）　平成21年3月期 第2四半期決算短信

　(2)【四半期連結損益計算書】

　　　【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期
連結累計期間

（自平成20年４月１日
　　至平成20年９月30日）

営業収益 208,091

営業費

　運輸業等営業費及び売上原価 164,480

　販売費及び一般管理費 23,554

　営業費合計 188,035

営業利益 20,056

営業外収益

　受取利息 81

　受取配当金 548

　持分法による投資利益 70

　雑収入 849

　営業外収益合計 1,550

営業外費用

　支払利息 2,559

　雑支出 408

　営業外費用合計 2,968

経常利益 18,638

特別利益

　工事負担金等受入額 83

　固定資産売却益 38

　その他 39

　特別利益合計 161

特別損失

　固定資産除却損 207

　退店補償金 181

　固定資産圧縮損 83

　固定資産売却損 22

　減損損失 1

　その他 67

　特別損失合計 563

税金等調整前四半期純利益 18,236

法人税等 7,541

四半期純利益 10,694
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：百万円）

当第２四半期
連結累計期間

（自平成20年４月１日
　　至平成20年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前四半期純利益 18,236

　減価償却費 15,570

　法人税等の支払額 △ 10,303

　その他 △ 1,166

  営業活動によるキャッシュ・フロー 22,337

投資活動によるキャッシュ・フロー

　有形固定資産の取得による支出 △ 35,204

　工事負担金等受入による収入 3,106

　その他 △ 347

  投資活動によるキャッシュ・フロー △ 32,445

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の純増減額（△は減少） 47

　長期借入金の返済による支出 △ 4,683

　社債の償還による支出 △10,000

　自己株式の取得による支出 △ 3,754

　配当金の支払額 △ 1,852

　その他 △157

  財務活動によるキャッシュ・フロー △ 20,400

現金及び現金同等物に係る換算差額 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 30,507

現金及び現金同等物の期首残高 58,167

現金及び現金同等物の四半期末残高 27,660
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　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。

  １. 事業の種類別セグメント情報

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） (単位：百万円)

営 業 収 益 66,841 91,237 11,901 36,062 20,075 226,118 ( 18,026 ) 208,091

営 業 利 益 9,815 3,330 4,777 1,839 472 20,236 ( 179 ) 20,056

  ２. 所在地別セグメント情報

  ３. 海外売上高

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　当社は、平成20年４月25日開催の取締役会において、平成19年６月28日開催の第86期定時株主総会で

決議された事項に基づき、自己の株式を取得することを決議し、平成20年５月13日に取得しました。

　その取得に交付した総額は3,480百万円です。その結果、当第２四半期連結累計期間において、単元

未満株式の買取・買増分を含め、自己株式は3,642百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において

19,022百万円となっております。

(6)【株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記】

(4)【継続企業の前提に関する注記】

(5)【セグメント情報】

運輸業 流通業 不動産業
ﾚｼﾞｬｰ･

ｻｰﾋﾞｽ業
その他 計

消  去
連  結

又は全社

  当第２四半期連結累計期間については、本国以外の国、又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外

  当第２四半期連結累計期間については、海外売上高が10％未満のため記載を省略しております。

支店がないため、該当事項はありません。
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【参考資料】

前年同四半期に係る財務諸表

（１）中間連結損益計算書

(単位：百万円)

Ⅰ 208,505

Ⅱ 184,858

161,614

23,243

23,647

Ⅲ 1,254

94

574

585

Ⅳ 2,500

2,329

1

168

22,401

Ⅴ 2,275

1,173

367

357

329

17

30

Ⅵ 1,511

531

355

329

164

18

111

23,166

12,880

△ 3,466

13,752

工 事 負 担 金 等 受 入 額

固 定 資 産 売 却 損

減 損 損 失

商 品 券 等 回 収 損 失
引 当 金 繰 入 額

支 払 利 息

受 取 配 当 金

投 資 有 価 証 券 売 却 益

経 常 利 益

特 定 都 市 鉄 道 整 備
準 備 金 取 崩 額

年 金 資 産 返 還 時
数 理 差 異 償 却 額

金   額

  至 平成19年９月30日)

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益

 (自 平成19年４月１日

特 別 損 失

特 別 利 益

営 業 外 収 益

受 取 利 息

雑 収 入

持 分 法 に よ る 投 資 損 失

前中間連結会計期間

営 業 収 益

営 業 利 益

運 輸 業 等 営 業 費 及 び 売 上 原 価

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 費

     科     目

中 間 純 利 益

雑 支 出

営 業 外 費 用

固 定 資 産 除 却 損

固 定 資 産 売 却 益

そ の 他 の 利 益

そ の 他 の 損 失

固 定 資 産 圧 縮 損

法 人 税 等 調 整 額
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【参考資料】

(単位：百万円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

23,166

14,397

164

1,309

2,581

△ 1,173

2

3

616

329

△ 668

2,329

△ 357

△ 329

6,852

△ 2,310

△ 10,436

5,593

42,071

673

△ 2,165

△ 6,954

  営業活動によるキャッシュ・フロー 33,624

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

△ 26,908

3,634

△ 444

3,373

△ 590

  投資活動によるキャッシュ・フロー △ 20,934

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

△ 22

△ 5,089

△ 10,000

△ 3,092

△ 62

△ 1,852

15

  財務活動によるキャッシュ・フロー △ 20,103

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 2

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 △ 7,410

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 43,516

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高 36,105

金    額

受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金

販 売 土 地 評 価 損

退 職 給 付 引 当 金 の 増 減 額

特 定 都 市 鉄 道 整 備 準 備 金 の 増 減 額

前 払 年 金 費 用 の 増 減 額

固 定 資 産 除 却 損

（２）中間連結キャッシュ・フロー計算書

期     別     

　 至 平成19年９月30日)

投 資 有 価 証 券 評 価 損

前中間連結会計期間

減 価 償 却 費

減 損 損 失

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益

     科     目

　(自 平成19年４月１日

社 債 の 償 還 に よ る 支 出

工 事 負 担 金 及 び 補 助 金 の 受 入 れ

長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出

投 資 有 価 証 券 の 取 得 に よ る 支 出

投資有価証券の売却及び償還による収入

そ の 他

小 計

長 期 未 払 金 の 返 済 に よ る 支 出

配 当 金 の 支 払 額

有 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出

そ の 他

短 期 借 入 金 の 純 増 減 額

自 己 株 式 の 取 得 に よ る 支 出

法 人 税 等 の 支 払 額

利 息 の 支 払 額

工 事 負 担 金 受 入 額 及 び 補 助 金

固 定 資 産 圧 縮 損

支 払 利 息

営 業 債 務 の 増 減 額

そ の 他

投 資 有 価 証 券 売 却 益

利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額

営 業 債 権 の 増 減 額

た な 卸 資 産 の 増 減 額

- 15 -



京王電鉄株式会社（9008）平成21年3月期  第2四半期決算短信

【参考資料】

（３）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

前中間連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日） (単位：百万円)

営 業 収 益

65,033 90,491 10,539 34,330 8,110 208,505 ― 208,505

66,564 91,525 11,521 36,659 19,956 226,226 ( 17,721 ) 208,505

営 業 費 用 53,782 88,098 7,019 34,108 19,199 202,207 ( 17,349 ) 184,858

営 業 利 益 12,782 3,427 4,501 2,551 756 24,019 ( 371 ) 23,647

資 産 287,910 80,723 104,905 90,705 83,508 647,752 ( 25,961 ) 621,791

減 価 償 却 費 8,538 1,855 2,030 1,785 225 14,435 ( 38 ) 14,397

減 損 損 失 ― 21 ― 142 0 164 ― 164

資 本 的 支 出 11,118 1,078 3,660 1,439 746 18,044 ( 342 ) 17,702

1,033

(1)外部顧客に対する営業収益

又は全社

消  去

981 2,329 11,845 17,721

Ⅰ 営 業 収 益 及 び 営 業 利 益

連  結運輸業 流通業 不動産業
ﾚｼﾞｬｰ･

ｻｰﾋﾞｽ業
その他 計

及 び 資 本 的 支 出

1,531
(2) セ グ メ ン ト 間 の 内 部 営 業

収 益 又 は 振 替 高

計

資産、減価償却費、減損損失Ⅱ

―( )17,721

- 16 -
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